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特別研究

建築領域またはデザイン領域における学術的な課題を設定し、調査分

析に基づく資料作成・プレゼンテーション・ディスカッションにより

研究を計画的に進め、建築・デザインにおける高度な学識ならびに実

践能力の修得と、修士論文の作成を通して、客観性・自律性、課題発

見・解決力、リーダーシップを備えた人物を育成する。

建築領域は、生活の場を構成している「空間」を幅広く深く総合的に

捉え、それらの有機的な関係を深く理解できる建築の知識・技能を修

得し、専門的に「空間」として具体的に提案できる人材を育成する。

そのために、順次性のある体型的な専門科目を建築領域に編成する。

建築・デザイン特別研究Ⅱ

MADd5-2

建築・デザイン特別研究Ⅲ

MADd6-3

特論　伝達デザイン

MADc5-1

特論　プロダクトデザイン

MADc5-2

プロダクトデザイン演習

MADc5-5

特論　パブリックデザイン

MADc5-3

パブリックデザイン演習

MADc5-6

特論　マーケティング

MADc5-7

建築・デザイン特別研究Ⅰ

MADd5-1

特論　住生活デザイン

MADb5-6

特論　構造デザイン

MADb5-3

特論　環境デザイン

MADb5-4

インターンシップD

MADb6-13

インターンシップC

MADb6-12

1年次 2年次

前期 後期 前期 後期
科目区分

共通科目

知識基盤社会を支える人材として必要とされる汎用的な能力を身につ

け、専門領域を超えて学際的な家政学の広範な知識・技術を習得す

る。

家政学総合研究

MADa5-1

伝達デザイン演習

MADc5-4

建築領域

デザイン領域

デザイン領域は、生活の場を構成している「モノ」を幅広く深く総合

的に捉え、それらの有機的な関係を深く理解できるデザインの知識・

技能を修得し、専門的に「モノ」として具体的に提案できる人材を育

成する。そのために、順次性のある体型的な専門科目をデザイン領域

に編成する。

特論　建築形態論

MADb5-1

特論　建築空間計画

MADb5-2

インターンシップＡ

MADb5-9

特論　住生活史

MADb5-7

建築設計Ⅰ

MADb5-8

建築設計II

MADb5-10

インターンシップB

MADb5-11

特論　都市景観デザイン

MADb5-5

AD

専攻
AD：建築・デザイン

a

分野

ナンバリングの読み方（例）MADa5-1

a：家政学

b：建築領域

c：デザイン領域

d：特別研究

5

順次性

-1

識別番号

一意の数字を

表す通し番号

5：大学院（博士前期・修士）基礎科目

6：大学院（博士前期・修士）発展科目

M

課程
M：大学院修士課程・博士前期課程
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